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１．はじめに
　UNESCOが1972年に世界遺産条約を採択
し、遺産登録を進めてからすでに45年の歳月
が経つ。登録された遺産の数は、2017年現
在、自然遺産・文化遺産等を含め1073件に上る

（UNESCO）。日本でも1992年に条約を締結す
ると、世界遺産に対する関心が高まりをみせ、
今では遺産への登録が自治体や国を上げた盛り
上がりをみせている。
　しかし、当該社会の一部を構成する遺跡等
が「世界遺産」となるということはどういう
ことなのだろうか。任意の遺跡等が「世界遺
産」になる背景には、当の遺跡に時と場所を超
えた普遍的な価値を見出し、その価値を特定の
地域や人々に限らず人類の資源とするだけの膨
大な（理念的かつ物理的な）力が働くに違いな
い。だが、その力が実際にどのように働き、ど
ういった結果につながるかという観点からすれ
ば、遺跡等が「世界遺産」となるプロセスは決
して一概にこうだとは言えない。アジア地域に
点在する仏教遺跡を例に挙げると、ミャンマー

のパガン遺跡のように歴史的遺跡とみなされな
がらも遺産登録に至っていない地域もあれば、
インドネシアのボロブドゥール遺跡のように、
遺産に登録され遺跡周囲の公園化が進む地域も
ある。そして、本稿の事例が示すように、遺跡
周囲の公園化に抗いそれを阻止しようとする力
に阻まれ軌道修正を迫られる地域もある。
　こうした遺跡の「世界遺産化」の過程で立ち
上がる問題は、いわゆる「世界遺産」という事
柄が揺るぎない確かなものなのか、それとも遺
跡の在り方や価値を誰がいかに決定していくか
をめぐって、どのように争われ、形作られつつ
あるのかということである。では、今日を生き
るわれわれにとって「世界遺産」がどのような

（理念的・実践的）意味を有するのか。この根
本的な問いに接近するうえで、各々の遺跡が「世
界遺産」となるローカルな文脈を追っていくこ
とは欠かせない作業となる。
　世界遺産が世界的ブームとなる中、これまで
にも「世界遺産」や「文化遺産」等を取り上げ
た研究が分野や領域を超えて進められてきてい
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る（石澤、1995、山下、2007、秋道、2007、鈴
木、2015、野口・安倍2015など）。今や、遺産
登録が地域社会の活性化の起爆剤として、ある
いは地域戦略の一つとして、国家的、地域的期
待や思惑を孕んだものになっている。その中で、
当該社会の一要素に過ぎなかった遺産の普遍的
価値への引き上げによって、直接的、間接的に
当該社会に及ぼす肯定的、否定的な地域への影
響もまた指摘されている（秋道、2007、石澤、
1995）。
　特に、遺産の保存保護と開発という観点から
みれば、社会学の中では、日本における歴史的
町並み等の歴史的環境の保存と経済的開発をめ
ぐる市民と行政の緊張等に注目した研究が積み
重ねられてきた（例えば、片桐、2002、堀川、
1998）。例えば、堀川が、小樽運河を事例に、
歴史的町並みや景観等が「保存」されるべきだ
とする価値観が最初か備わっていたわけではな
く、むしろ開発等の危機にさらされ、その是非
が問われ、そして保存やそのあり方に光が当て
られていく過程は、「世界遺産」という主題に
おいても多くの示唆を与えてくれるだろう。
 しかし、世界遺産がその登録前後において、
当該社会において問われ、問い直される過程
は、単に「保存か」「開発か」といった争点に
のみに還元することはできないし、その争点に
関わる主体もまた「行政」対「市民」の対立の
構図に単純に落とし込めるものではない。例え
ば、国際的な観光地であり、かつ聖地として位
置づけられる地域での遺跡の世界遺産登録の場
合、既存の緊張に加え、様々な地域的緊張が多
様な形で現れることにもなっているからだ（前
島　2010、2012、2013）。
　したがって、まさに、問われるべきは、20世
紀後半に誕生した世界遺産が、遺跡への価値や
意味付与にとどまるものではなく、遺跡やその
周囲をめぐり新たな争点を生み出し、様々な諸
主体の登場を促し、結びつけ、時に対立しなが
ら「世界遺産化」していく過程、言い換えれば、

「場所の創造」といった点に求められる。
　以上の観点から、本稿は、仏教創始者である
ブッダ（釈迦）の悟りの地であり、2002年に遺
跡が世界遺産に登録を受けたインド・ブッダガ

ヤの事例を取り上げていきたい。当該地域は、
国内外の仏教巡礼者が絶えず訪れ、祈りを捧げ
る「生きた遺跡」を中心に、その周辺にヒンド
ゥー教徒やイスラーム教徒の人々の生活空間が
作り上げられてきた。ところが、遺跡の遺産登
録を機に公になった遺跡周囲の開発計画が地元
社会に波紋を呼ぶことになった。そこで、本稿
では、世界遺産登録を機に顕在化した遺跡周辺
の開発をめぐる緊張を手掛かりに、当該地域に
おいて遺跡の世界遺産となるプロセスが社会的
にどのような意味を持つのか、そして「世界遺
産と共に生きる」ということがどういうことな
のかを生活者の視点から紐解いていきたいと思
う。なお、本稿では、事実を述べる場合にはそ
のまま世界遺産と表記し、争点の、あるいは問
われる対象として論じる際には「世界遺産」と
表記する。

２．仏教最大の聖地の「世界遺産」
2.1　ブッダガヤが誇る仏教遺跡
　ブッダ悟りの地であるブッダガヤ（インド・
ビハール州）は、誕生の地ルンビニー（ネパー
ル）や初転法輪の地サルナート、涅槃の地クシ
ナガラに並ぶ、仏教四大聖地の一つである。こ
の四大聖地に限らないが、ブッダと関わりのあ
る地はインド北部地域（ビハール州やウッタル
プラデーシュ州）を流れるガンジス河流域に点
在し、いずれもその痕跡を示す建造物跡が発見
されており、仏教巡礼の拠点となっている。
　 中 で も ブ ッ ダ ガ ヤ は 人 口 38,439 人

（Census2011）の小さなまちであるが、2011年
以降、１日平均約10万人を超える国内外の巡礼
者や観光客が訪れるまでになっている1。彼ら、
彼女らが目指す先にあるのが、ブッダ成道の地
であることを象徴する50ｍの高さを超える大塔

（大菩提寺）や金剛宝座、そして菩提樹である（図
１・２参照）。
　大塔はアショーカ王が紀元前３世紀に建立し
たものを起源に、現在のものは５～６世紀頃の
建造物だとされている。建物の入口入って奥の

1　2013年の巡礼者・観光客は、ブッダガヤにおいて爆
破事件が生じたことから減少するが、2014年には約15
万人に達している。
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部屋に高さ２ｍのブッダ像が安置されている。
大塔と同じくアショーカ王建立の金剛宝座は現
大塔よりも古い年代のものだとされる。ブッダ
が坐した地点ともいわれる金剛宝座は、大塔と
その西側に枝葉を広げる菩提樹との間にちょう
ど位置している。かつては巡礼者等が触れるこ
とも可能であったその場所は欄干で囲われ、直
接触れることはできなくなっている。これらの
遺跡群を取り囲むように整備された歩道は、巡
礼者や観光客の便宜を図り乳白色の大理石が敷
設され、遺跡の四方八方に礼拝や瞑想する僧侶
や信者が集っている。

2.2　世界遺産となる仏教遺跡
　こうした仏教遺跡は、ブッダとの関りを裏付
け、歴史を物語るものとしてだけでなく、「仏
教聖地」の形成過程を紐解く上でも重要である。
というのも、いわゆる「仏教聖地」は、13世紀
頃に仏教が影響力を失い、インドが仏教空白の
時代を迎える中で、建造物の破壊や崩落が進み、
忘れられていた状態にあったからである。
　一度は忘れられていた地が再び光が当てられ
るのは19世紀になってからのことである。英領
統治下にあったその当時、広範囲にわたって歴
史的遺跡の調査が英領インド考古学調査局によ
って実施された。そして遺跡の発掘が進められ、
仏舎利やアショーカ王柱の発見等、ブッダとの
関りを裏付ける考古学的発見により、忘れられ
ていた地が「仏教の地」として特定されていく
のである。例に漏れずブッダガヤにおける遺跡
もこうした過程で注目されることとなった。大
塔は大きな崩落を免れていたものの、痛みが激
しい状態にあったが、４年に亘る歳月をかけて
大規模な修復を受け、現在の佇まいとなってい
る。
　しかし、なぜ多くの仏教遺跡がイスラームに
よる破壊や長年の風雨による劣化で崩落する中
で、ブッダガヤの遺跡がその姿を保ちえていた
のか。一説によれば、仏教に危機が差し迫る中
で、当時の仏教僧の手によって、寺院の人為的
破壊を回避するために地中に埋められたからで
はないかともいわれている。多くの仏教関連の
地が建造物の形を完全に残していないにもかか
わらず、今日、遺跡が寺院として機能している
ブッダガヤの遺跡群は極めて特徴的だといえる
だろう。
　いずれにせよ、ブッダガヤをはじめとするイ
ンドの「仏教聖地」は、遺跡の発見によって誕
生してきたといえよう。特に、ブッダガヤの遺
跡は修復・修繕をその後も繰り返し、その一方
で国内外の巡礼者が絶えず参拝に訪れ、儀礼を
執り行う等、信仰の息づいた「生きた遺跡」と
して復活を遂げることになる。遺跡から半径１
～２kmの範囲では、信仰の篤い世界各国地域
の仏教信者等によって、1956年以降から各々の
仏教宗派の寺院建設が進められてきた。その数、

図１　悟りの地を記念し建立された大塔

図２　菩提樹とその周囲を行き交う巡礼者
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現在50ケ寺を超える。
　こうした著しい変化を経験するなか、2002年
に開催されたブタペストでのユネスコ会議にお
いて、ブッダガヤの遺跡は“ブッダガヤ・マハ
ボディ寺院群”として世界遺産に登録を受ける
こととなった。遺跡は、同時代に建てられた初
期のレンガ建築の建造物のなかでも、インド亜
大陸に残る仏教建造物の一つとして高く評価さ
れた。つまり、ブッダガヤの「生きた遺跡」は、
国際的評価を受けることで、新たに人類の普遍
的な遺産として、守られ、後世に継承されるべ
きものとして位置づけられることになった。
　それでは、世界遺産としての登録が遺産をと
りまく当該地域社会にどういった影響を及ぼす
ことになったのだろうか。

３．世界遺産登録と地域社会
3.1　遺跡を取り巻く地域社会
　まず遺跡を取り巻く地域社会について触れて
おきたい。インドにおける仏教遺跡の多くが上
述したように仏教衰退とともに荒廃し、仏教徒
だけでなく、地元の地域社会との接点をも失っ
ている状況にあった2が、実はブッダガヤの遺
跡には異なる点があった。
　ブッダガヤの遺跡は1953年にブッダガヤ寺院
管理委員会（BTMC）による管理体制が成立
するまで、ヒンドゥー教シヴァ派の僧院の院長
であるマハントが所有し、管理下においていた。
その上、遺跡付近はブッダガヤと他地域とを結
ぶ道が交差しており、人々の居住地はもちろん、
経済活動の場が広がるなど、地元の人々の生活
の中心地となっており、特に遺跡周囲に生活し
ていた人々は、経済活動をマハント3に依存し、
社会的、経済的にも非常に強い影響を受けてい
た4（前島、2007、91−94）。

2　誕生の地ルンビニーは19世紀末まで特定されてすら
おらず、涅槃の地クシナガラも発見されるまでジャン
グルの中にあった。また、ブッダが度々訪れているヴ
ァイシャリーの遺跡一帯が地中に埋まっていた状況に
あった。
3　16世紀に初代マハントがこの地に僧院を構えて以
降、巨大地主としてビハール州において名を馳せるま
での力を持つようになっていた。
4　ブッダガヤの人々はマハントの土地や僧院で働くこ
とを強いられ、就労の自由はなかった。

　この頃の住民と遺跡との関係を紐解くと、遺
跡周囲の空間が人々の生活空間と切り離された
ものではなかったことが分かる。2005年に実施
した調査によれば、かつては地元の人々の住居
が、現在では立ち入りが制限されているエリア
にも建てられており、誰もが自由に行き来でき
るものであったというし、地元の人々の中には、
夏の暑い日には涼をとるため遺跡の近くに来て
寝ることもあったという5。また、遺跡近くの池

（蓮池）は、泳いだり、洗濯をしたり6、ヒンド
ゥー教の儀礼を執り行う場として利用していた
という7。ようするに、この地に住む人々にとっ
て、遺跡は日常生活と切り離されたものではな
く、むしろ日常生活の一部としていわば埋め込
まれていたということだ。
　しかし、独立以降、遺跡の所有・管理のあり
方が大きく変わり、次第にマハントの地元に及
ぼす影響力も弱まっていき、遺跡が国際的な関
心を集めるようになっていくと、遺跡と住民と
の関係も変化しはじめた。遺跡に近接した住居
の撤去が押し進められ、遺跡と人々の生活空間
が切り離されていくのである。移動を強いられ
た人々は、立ち退きによる保障をめぐる問題を
抱えながら、新たな地で生活再建を余儀なくさ
れた。だが、彼らの中には、新たな変化に目を
つけ、土産物屋や観光ガイド、宿泊業等、観光
関連業を担うことで、マハントに依存した生活
を一転させ、ブッダガヤの観光業の発展の一役
を担うようになっていった（前島、2011、74－
75）。こうしたブッダガヤの生活者は、世界遺
産登録をどのように受け止めたのだろうか。

3.2　「世界遺産」に対する地域の反応
　遺跡の世界遺産登録は、ブッダガヤの名を世
界中に広め、さらなる巡礼者や観光客の誘引に
つながることが期待されるなど、地元でも喚起
に沸く出来事であった。特に仏教徒からみれば、
世界遺産への登録は喜ばしい出来事であると同

5　M.Singh氏、男性、45歳、インタビュー［2005年８
月11日］
6　C.Singh氏、男性、31歳、インタビュー［2005年８
月４日］
7　I.Saw氏、男性、70代、インタビュー［2004年９月９日］
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時に、一方で当然のことと考えられていた8。
　一方、ブッダガヤに住む大半のヒンドゥー教
徒やイスラーム教徒の住民は、観光客の増加に
伴う地域経済への期待と、ブッダガヤの名が世
界に広まるという誇りから歓迎する者もいた
が、喜びの声ばかりあげているわけではなかっ
た。遺跡周囲の開発計画が明るみになることで、
次第に世界遺産登録に対し疑問の声を挙げる住
民が現れたのである。
　しかし、そもそも遺跡周囲の開発は決して新
しい出来事ではない。独立以降、度々開発計画
が策定され、実施されてきた。その中で、イン
ド政府は遺跡周囲に生活の基盤を築いてきた
人々の集落を立ち退かせ、遺跡から生活空間を
切り離し、公園化を進めようとしてきたのであ
る。住民に大きな犠牲を強いた開発圧力に対し、
中には抵抗する者もいたようであるが、開発を
押しのけるだけの力を当時の住民はまだ持ち合
わせてはいなかった。
　では、なぜ、世界遺産登録後の開発計画は、
住民の間で問題として取り上げることができた
のであろうか。この点については次章で触れる
ことにしたい。ここで指摘しておきたいのは、
世界遺産の登録による開発計画案の公開を受け
て、地元ならではの場所の問い直しが進んだと
いう点である。以下では、その点を確認してい
こう。

3.3　世界遺産登録が露呈させた問題とは？
　世界遺産登録を受けた遺跡は人類共通の財産
として保護・保全を行うために、遺産を中心に
バッファーゾーンを設定し、利用・開発規制を
敷くことが求められる。ブッダガヤの場合、政
府は次の保護措置を開発計画案の中に組み込
んでいた。遺跡を中心とする周囲の景観に配
慮し、コアゾーンとバッファーゾーンを設定
し、それぞれの区域において開発規制を定める
ものである（Department of Tourism Ministry 

8　チベット寺院（カルマ・パ、ゲルグ・パ）、ブッダ
ガヤ寺院管理委員会、バングラデシュ寺、マハボディ・
ソサエティ、印度山日本寺、インターナショナル・メ
ディテーション・センター、ブータン寺に駐在する仏
教僧へのインタビュー［2004年９月５～25日］

of Tourism & Culture Government of India、
2002）。具体的に言えば、遺跡から500ｍの範囲
をコアゾーンとし、いかなる開発も、建物の建
設も禁じ、緑地地帯とすることを定めた。そし
て、バッファーゾーンはコアゾーンの境界から
２kmの範囲であり、そのうち１kmの範囲は、
仏教寺院の建設を除き、開発が制限されるエリ
アであり、住居や商業施設等の建物の新規建
設は禁じられる。さらに、その周辺１kmの範
囲は、ホテルや居住地の建設が許可されるエリ
アとなるが、高さ制限が設けられている。こう
した、UNESCOの理念とも重なる開発計画は、
計画対象エリアに生活し、経済活動を行う地元
の人々9の不安をかきたて、反対運動が組織さ
れることにもなった（前島、2010、174）。
　また、住民の中には、同エリア内において仏
教寺院の建設が許可されている点や、開発計画
を示した地図にヒンドゥー教やイスラーム教の
宗教施設の記載がない点等を問題視する者もお
り、世界遺産が仏教を擁護するもので、他の
宗教を排除するものだとして非難した（同上、
175）。つまり、開発計画が住民にとって遺跡お
よびその周囲から自分たちの生活の場を切り離
し、築いてきた生活手段を奪い、排除するだけ
にとどまらず、他宗教を軽視することにほかな
らないからだ。
　こうした問題がくすぶる最中に、政府は公的
施設（ブロックオフィスや公立高校等）の移
転10を取り決め、古い施設の取り壊しを実施し
た。住民はこうした動きを目の当たりにして、
住民を無視した開発が着々と進行しつつあるこ
とに危機感を募らせ、運動を組織するリーダー
は当局に抗議し、他の住民を巻き込んだ反対運
動を進めていた。他にも、住民の抗議は、政府
が現在の商業施設の移転を念頭に、移転先に新

9　バッファーゾーンのエリア内には、居住地だけでな
く、土産物屋や日常生活に関わる商売など経済活動を
行う場が広がっていることもあり、特に商売を行って
いる住民や一度立ち退きを経験している住民は計画を
深刻なものとして受け止めていた。
10　2004年１月６日、公立高校の校舎移転が進められ
ることに反対するため、地元有力者や学生の親や自治
体の議員等、住民が集まり第１回目の抗議集会を開い
ていた。そして2005年９月の調査の時点ではブロック
オフィスの移転の話が進んでいる状況であった。
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たな施設を建設し、すでに工事が完了している
にもかかわらず、住民の誰一人としてその施設
を利用しようとしないという態度にも現れてい
る。
　だが、一部の仏教徒にとってこの開発は歓迎
して受けいれられていた。例えば、遺跡の仏教
徒への返還を求め、1992年から大塔返還運動を
主導している佐々井秀嶺11は、人々の住居を取
り除き、新たなブッダガヤを建設しようとする
計画を歓迎し、「清浄な大公園」となることを
強く求めている。勿論、こうした仏教徒の声は
以前からあった。遺跡に地元の人々の生活空間
が隣接し、遺跡周囲に土産物屋が立ち並び神
聖な空間を汚し、さらに客引きが巡礼を妨げ
ているとみなしていたからである（Rastrapal 
1992、11）。それゆえ、世界遺産登録に伴う開
発計画は、まさにこうした問題を一掃し、聖域
を守ることにほかならないのだ。
　したがって、世界遺産は遺跡周囲の開発問題
を通して、仏教以外の宗教を排除すべきではな
いことを主張するヒンドゥー教徒やイスラーム
教徒の生活者の立場と、神聖な地から世俗的要
素を取り除くことを求める一部の仏教徒の立場
との違いを露呈させることにもなっている。

４．ブッダガヤに生きる人々のまなざす「世
界遺産」

4.1　問い直される「世界遺産」
　確かに、開発計画に対する地域の反応は、い
ずれも生活者を蔑ろにすることを懸念する人々
の抵抗だといえる。だが注目したいのは、人々
の声が生活者ならではの場所の在り方や遺跡と
の関りを問い直すものとなっていたということ
だ。
　反対の声を挙げる者の中には、従来の開発に
おいて立ち退きを強いられた経験を直接的、間
接的に受け、その記憶を共有している者も少な
くなかった。また、そもそもブッダが悟りを開

11　彼は1967年にインドに渡り、1988年にインドに帰
化している。そして、1956年にアンベードカルの下で
仏教に改宗した元不可触民の人々を、アンベードカル
死後、長年にわたり先導し、ブッダガヤの遺跡の仏教
徒への返還を求める運動に携わっている。

くことができたことや、遺跡が今日まで守られ
てきたのは、自分たちの祖先が代々この地に住
み続け、遺跡と関わってきたからに他ならない
と答える者もいた（前島、2010、177－178）。
つまり、世界遺産の登録という新たな価値が遺
跡に付与されたことをきっかけに、彼らは、生
活者としての集合的記憶（経済的貧しさや立ち
退きの経験、祖先とのつながり、宗教の違いを
越えた寛容性）やそれに基づいた歴史解釈をも
とに場所の意味を問い直し、異議申し立てを行
っていたのである。
　さらに、住民の中には、進められようとして
いる開発計画が目指す場所の在り方（居住地を
取り除いた公園化）は巡礼者や観光客を強盗や
殺人、レイプなどの危険に晒しかねないと述べ
ている。むしろ、住民が遺跡の近くで生活して
いるからこそ、監視が行き届き、巡礼者や観光
客が安心して参詣ができるというのである（同
上）。
　ようするに、彼らにとってみれば、住民を排
除する開発を伴った世界遺産は、結局は、巡礼
者や観光客を危険に晒すものでしかない、とい
うのだ。もっと言えば、世界遺産が重視する遺
産を「守る」ということは、住民を犠牲にしな
ければ成しえないものなのか、という住民の問
いかけだといえよう。

4.2　なぜ「世界遺産」の問い直しが進んだの
か？

　それにしても、なぜ初期の開発圧力にはなす
すべもなかった彼らが声を挙げることができた
のか。その理由はもちろん多岐にわたるであろ
う。だが指摘できるのは、そもそも初期の頃は、
人々がマハント支配の影響をまだ強く受けてい
たと考えられ、声を挙げるということは容易な
ことではなかったということだ。ところが、イ
ンドの近代化さらにはグローバル化とともにマ
ハント支配体制が崩れ、地域社会が変容する中
で、マハント支配に縛りつけられていた人々が
経済的、社会的、政治的自立を図るようになっ
ていく。この点が、彼らの主体的な行動に向か
うための素地を作ることになっていたことは間
違いない。例えば、反対運動を担ってきた住民
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は、マハント支配の揺らぎとともに、いち早く
観光業に着手した人々が中心を担っていたこと
からもうかがえる（前島、2011、75）。つまり、
自由な就労機会と収入獲得手段の多様化に伴
い、経済的成功を手にした人々が中心となり、
遺跡の周囲のあり方を問い直していたのであ
る。
　したがって、彼らが自らの場所を問い直す過
程は、支配から脱した人々が利害や思惑の相違
によって集団化し、主体化していく過程でもあ
るといえよう。

５．おわりに－「世界遺産と共に生きる」と
は？

　以上のことから、本事例を通して、世界遺産
となるプロセスの社会的意味や「世界遺産と共
に生きる」ということはどういうことなのかに
ついて最後にまとめておきたい。
　ブッダガヤの遺跡は、単なる考古学的価値あ
る遺跡なのではなく、信仰が息づいている宗教
的な遺跡でもある。そのため、世界遺産となっ
た遺跡の保存・保護をめぐっては、人類に継承
すべき普遍的価値を守りつつ、生きている遺跡
であることとのバランスをいかに保ちながら、
文化的景観に配慮した開発をいかに実施するか
が課題となっている。
　まず確認しておきたい点は、「世界遺産」を
めぐる UNESCOの理念や、その理念と重ねつ
つ政府主導で進められる「上からの開発」は、
地元の人々の考える遺跡やその周辺の在り方と
かならずしも一致しない、むしろ多くの場合、
ブッダガヤの遺跡のみならずブッダガヤそのも
のの在り方を決める本質的かつ決定的な局面に
おいて相容れないといわねばならない。現に、
住民は「世界遺産」の在り方、すなわち、それ
固有の「場所性」を求める中で、外部から押し
付けられる「世界遺産」の方向性に疑問を投げ
かけ、抗議し、抵抗しつつ、住民ならではの「世
界遺産」の在り方を示してきた。住民にとって
の「世界遺産」とは、地元の人々や彼らの生活
から切り離してあるものではない。そして、こ
うした主張の根拠になっているのが、この地に
生きる彼らの集合的記憶であった。もちろん、

彼らの記憶ははじめから自覚されていたわけで
はない。それは、世界遺産登録を機に遺跡と自
分たちのつながりを喚起し、集合的記憶として
共有し、この地に生きる人々の「世界遺産」の
あるべき姿を問う際の資源として形作られ現れ
る。
　そして、圧倒的大多数の生活者がヒンドゥー
教徒やイスラーム教徒であるブッダガヤの場
合、単純に仏教遺跡の保存保護の問題だけを考
えればいいということではなく、ブッダガヤに
おける多宗教的事情を考慮する必要がある。上
述したように、住民の中には、世界遺産に伴う
開発が、仏教徒を擁護し、他宗教を蔑ろにする
ものだと批判する者がいた。他にも、仏教遺跡
と同じく古いヒンドゥー教の寺院が無視されて
いることに声を挙げる者や、イスラーム教の中
には、開発によって閉鎖の危機に直面したモス
クに続く「道」が、先祖の代から継承してきた
もので、遺跡と同じく古く守られてしかるべき
はないかという声を挙げる者もいる。遺跡をど
のように保護し保存するか、遺跡の周辺をどの
ような場所、空間にしていくかという問題は決
して単純ではない。結局のところ、「生きた遺跡」
の場合、誰の、どういった歴史を保存・保護し、
他の宗教とその信仰をどうするかという問題に
なるわけである。
　その上で、遺跡の保存保護をめぐり住民をそ
の過程にいかに巻き込んでいくかということ
が、世界遺産と共に生きる上で考えられなけれ
ばならない点だとするならば、彼らの遺跡に対
する見方（言い分）がどこまで許容できるのか
が、関係者や関係諸機関に問われている問題な
のではないだろうか。すでに住民の抗議の声は、
計画の一部の中断や修正を迫るだけの一定の影
響力をもっていた。例えば、遺跡横を通るモス
クに通ずる道を閉鎖する計画が、イスラーム教
徒やヒンドゥー教徒による抗議の末、中止に至
っている。
　こうしたことからも分かるように、遺跡が「世
界遺産」となるプロセスは、遺跡が国際的な基
準を満たし、評価され、遺産リストに登録され
るという一連の手続き上のプロセスに収まるも
のではない。むしろ、このプロセスは、住民が
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「世界遺産」に向き合っていく過程であり、主
体的に関わっていく過程でもある。もっと言え
ば、この地に生きる人々が、遺跡をめぐる異な
る思惑や利害を持った諸主体と関わり、時に対
立し、時に協力し、妥協しあいながら、その都
度「世界遺産」が形作られていく過程だといえ
よう。
　さらに、世界遺産への登録は、地元経済に大
きな影響を与えることは知られている。だが問
題は、地元の人々の行き過ぎた経済活動等が、
しばしば本来の目的である遺跡の保存・保護を
脅かしかねない状況につながるということであ
る。いくらブッダガヤが聖地であるとはいえ、
地元への経済効果を完全に否定することはでき
ない。むしろ、そうした効果を促進させつつ、
懸念される問題をいかに避けるかという課題も
残されているだろう。だが、本稿が述べたいの
は、地元民は経済効果を追究するだけの存在で
はないということだ。彼らの視点に立てば、「世
界遺産と共に生きる」とは、「世界遺産」に伴
い直面する問題に時に声を挙げ抗議し、 時に妥
協しながら、また時には主張を断念しながらも、
自分たちの経済的、生活的基盤の維持、発展を
求めると同時に、異宗教を否定せず、多宗教の
共存を図っているということだ。こうした、「世
界遺産」をきっかけに地域住民が、生活者とし
ての経験や記憶に向き合い、上からの「世界遺
産」に対し、その在り方を問うなど、主体的に
関わろうとする、まさに彼ら彼女らの「営み」
こそが「世界遺産と共に生きる」ことそのもの
なのではないだろうか。
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